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技術資料／Ｆ－０１－０３                                              

 

AURUM®の耐フレオン性（１） 

 

 

AURUM®の耐フレオン性テストの結果を以下に示します。 

 

（１） 試験 

     AURUM®ナチュラルの射出成形品（アニール有・無） 

 

 

（２） 実験方法 

    油液浸漬後の外観変化および重量変化より耐フレオン性を評価。 

 

銘 柄        条 件     

・ フロン１１３〔冷凍機油／ﾌﾚｵﾝ 113＝10/1(wt%)〕 

・ フロン １１〔冷凍機油／ﾌﾚｵﾝ 11 ＝10/1(wt%)〕 

165℃×7days 

同上 

   ＝注＝ 冷凍機油：共石フレオールＦ32 

 

（３） 実験結果 

AURUM®ナチュラル品はアニール処理の有・無にかかわらず、 

耐フレオンに対して外観変化および重量変化は起こらない。 

 

・ 浸漬前重量：200℃×20hrs 乾燥直後の重量 

・ 浸漬後重量：付着油を洗剤で除去水洗した後 200℃×20hrs で 

              乾燥後の重量 
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AURUM®の耐フレオン性（２） 

 

（１） 試験 

AURUM®ナチュラルの射出成形品 

非晶品、引張試験片 

 

 

（２） 実験方法 

フレオン油液浸漬後の外観変化及び重量変化より耐フレオン性を評価。 

 

・ フロン油液：冷凍機油／フレオン＝10/1(wt％) 

            冷凍機油；共石フレオールＦ３２ 

            フレオン；Ｒ－１３４Ａ(CH2FCF3) 

                    ；1,1,1,2－テトラフルオロエタン 

      （三井デュポンフロロケミカル(株)製） 

・ 浸漬条件 ：60℃×100Hrs 

      オートクレーブにて浸漬。 

 

 

（３） 実験結果 

 

Ｒ－１３４Ａ 

(60℃×100Hrs) 

・ 

保 

持 

率 

(%) 

・ 引張降伏強度 

・ 破断強度 

・ 引張弾性率 

・ 引張破断伸度 

１１０ 

１００ 

１００ 

 ６５ 

・重量変化 +０.２ 

      ・外観 変化なし 

 


